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はじめに 被災度判定 恒久復旧 まとめ

被災した建築物の復旧 ‐被災度区分判定基準と復旧技術指針‐
株式会社 えびす建築研究所

被災度区分判定基準

現地調査により損傷状況を確認

・経験最大層間変形角の推定
または

・各部材の損傷ランクを決定

被災度区分の判定

補修・補強の要否判定
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建物（上部構造）全体
→残存率：R
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部材（耐震要素）ごと
→残存率：ｒ

耐震要素ごとチェック

軽微 r=0.8

小破 r=0.6
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作業の流れ

建入れ直し+仮止め

耐力要素毎 ｒ出し

部材（耐震要素）ごと
→残存率：ｒ

軽微 0.8
小破 0.6
大破 0.5評点見直し

補強案

→ 4.0×0.8=3.2
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作業の流れ

建入れ直し+仮止め

評点見直し

補強案
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耐力要素毎 ｒ出し

耐震要素を元通りに補修するのではなく
残存耐力+新規耐力要素 で目標評点を目指す

元通りに修復するのは難しい

補強案は極力足し算で！

・仕上げを直す箇所を重点に新規
・安価な工法で！

達人鉄則6参照


